【デンマーク合同研修の講義・訪問施設の概要】

１．5月6日（火）9:00～12:00　　　  
講　義：「福祉国家を支えるシステム・考え方 」
講　師：ノーフュンスホイスコーレ副校長　Momoyo T.Jørgensen氏
　  報告者:久保真実
　
デンマークが福祉国家であるために、どんな国民がどんな国のシステムに支えられているのか、この地で30年以上生きてきたMOMOYO氏からの講義は奥が深かった。特に印象に残った点について以下に述べる。
一つ目は、デンマークの福祉システムについてである。福祉国家といわれるデンマークだが、第二次世界大戦後に「経済大国」になることではなく「生活（福祉）大国」になることを目指して復興してきたという歴史がある。人によっては50％近い税金を納める国民は、医療費・教育費・介護や支援費として自分に福祉サービスが還元されるこの国のシステムに、大きな関心を持ち満足している。国民心理の根底にはプロテスタントの博愛精神があり、自分の収入（税金）が他者にまわるシステムを幸せに感じられる価値観を持っているという。
　二つ目は、国民の持つ人間観についてである。先に述べた価値観はどう形成されるのか。デンマークでは、「母乳に入っている」との表現で、生まれた時からの教育の賜物と例えられる。一人の人間と出会う時、相手が患者でも生徒でも子どもでも高齢者でも、肉体的・精神的・社会的・文化的側面からその人を理解しようとする。看護介入する際に、診断名ではなくまずは個人の情報収集をする鉄則と似ていると思った。
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　三つ目は、ペタゴーという専門職についてである。教育・社会福祉分野の専門資格であり、保育や幼児教育、障がい児教育、児童・介護福祉などの現場で活躍し、自他ともに専門性の高さが認められている。ペタゴーに限らず、人との関係性を考える時、「私」は、中心に感情の私がいて、そのまわりに専門職としての私がいると捉える。仕事をしている時の人間関係は、中心の感情に介入せず、専門職の部分で介入しあう。中心の感情はありのままの自分でよいという自己肯定感を持つ強さを感じた。
２．5月6日（火）13：30～15：00
視察先：特別支援学校Nordfynsskolen,Vejruphuse2|5471Søndersø
対応者：Mr.Søren Busch Andersen（リーダー）
報告者：根木　理恵
　
　私たちが研修で宿泊させていただいている「Nordfyns　Højskole」から車で15分程度にあり、学校の向かいにはきれいな草原がある等景色も美しく、ゆったりと時間が流れている場所に特別支援学校Nordfynsskolenはあった。到着してからはスタッフルームでリーダーのMr.Søren Busch Andersenから特別支援学校に通う対象児童が6つの過程を経て特別支援学校在籍判定を受けるのか聞くことが出来た。
[image: image8.jpg]


その書類が作成されてから特別支援学校の入学が認定さ
れることを教えていただいたが、医療的ケアの必要な児童等
判定内容によっては地方自治体の中で対応する学校が存在
せずに地方自治体を変えて医療的ケアを受け入れてもらえ
る学校に入学することがあると教えていただいた。デンマー
クでは子どもの権利について法律があり、対象児童が特別な
支援が必要なのではないかと思われた際にはSTEP1の段階で個人プラン作成する義務がある。個人プランは社会性や学習等の「本人の困り感」と「本人に必要な物は何か」が記入されており、次の支援者に引き継がれていく。幼稚園から小学校に進級した際に子どもの情報は引き継がれ、そこで対象児童に関わった支援者は更に記入してどんどん情報を増やしてしていく。日本では園での記録、学校での記録と書類が各関係機関で保管されていることが多いため、デンマークではどのように共有しているのか質問させていただいたが、きちんと引き継がれるように各関係機関の保管ではなく対象児童の情報として日本のマイナンバー制度のようにデジタル化されていること、そのため保護者も個人プランを閲覧できるようになっているとのことだった。
初めて個人プランを作成する際に担当者は決まっておらず、対象児童の困り感が見られたタイミングで観察していた支援者が記入する。例えば保育園で困り感が強まった際にはペタゴー（保育士）、学校で困り感が強まった際には教員、乳児の検診で発達に幼さを発見したのが保健師等対象児童の問題点がどこで見られたかによって作成者は変わってくることを教えていただいた。
デンマークの個人プランは対象児童仕様になっていて「成長の枠がどこになるのか」「どこを支援するとどこが影響するのか」等中身が濃く、それを基にそれぞれの分野に対して全体の学習と発展とウェルビーイング（良い状態）、観察項目があり学校での目標を設定する。1年が終了する際には設定した目標の反省を行い、保護者にも確認していただいていることを教えていただいた。個人プランの分野の中には保護者の協力体制や保護者が教育に対しての参加度を記入する欄があり、日本では家庭に関わることに関しては特に言葉を選んで記入するがデンマークではどうされているのか質問させていただいた。「デンマークも同じような問題があり国境を超えることではあるが、専門職として子どもがベストな状態で過ごすことが出来るように信憑性を出しながら仕事をすることが前提で無くてはならないこと、私たちの専門的な判断によって子どもの将来に関わることは変わりないので専門性を持って家族にも正直に関わる義務がある。」と返答していただいた。
Mr.Søren Busch Andersenが支援している児童は社会性の面で難しさを抱えている人数が多いが、背景として両親も同じような問題点を抱えている等社会的資源が低い傾向があると教えていただいた。クラス編成については学習機能障害等IQが低いが他者と円滑に関わることの出来る児童であれば1クラス7～8人、社会性の面で難しさや自身の気持ちを表出することを我慢してしまう若しくは攻撃的になってしまう児童であれば1クラス3～4人程度で構成されていると教えていただいた。子ども一人ひとりによって特性が違うので教員とペタゴーの専門性を合わせて同じクラスの中でも提供する媒体や環境設定等を工夫していると教えていただいた。
その後校舎を見学させていただき、実際の教室の環境や学童について働かれている教員やペタゴーとお話させていただいた。休み時間の対象児童の過ごし方や進級時のクラス編成について質問させていただき、休み時間は選択することが難しい児童もいるため遊びを選択できるように遊びとその遊びにつく教員が書かれている等視覚化された教材を作成していることやクラス編時は対象児童に大人の支援がどれくらい必要なのかによって職員数を決定していており、職員は最低3人であるが対象児童についている補助金最大を使用して職員を雇っていること、持ち上がる教員が1人いるが他の教員について友達同士の相性等を考慮しながら職員間で話し合って決定していると教えていただいた。学童は日々授業で支援しているペタゴーが担当しているため、児童は安心して過ごし、教員は授業の準備に集中することが出来ていると教えていただいた。
　特別支援学校を視察させていただいて、対象児童のペースで成長するためには教員とペタゴーが連携すること、専門職に携わっている以上責任と自覚を持って対象児童だけでなく家庭と関わる重要性を学ぶことが出来た。
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３．5月6日（水）19:00～21:00　　　  
講　義：「デンマークの社会福祉」
講　師：千葉忠夫氏
　  報告者:久保真実
　　
デンマークの社会福祉システムを日本に導入しようと50年以上働きかけ続けている千葉氏は、答えに正解はないと言いながら、大きな身振り手振りで研修生と留学生を話に引き込んでいった。講義の中でも特に印象に残った点について以下に述べる。
一つ目は、ピザを三人で分けるとしたらどう分けるのかの答えである。角度120度ずつ三等分するのが日本的な分け方。一方デンマークでは、三人の個を見て必要性に応じた分量に分ける。そのピザを買う資金も同様に、個に応じて適正な出資金を支払う。収入の再配分とも、平等と公平の違いとも表現される。千葉氏の言う「デンマークの社会福祉」を理解しようとするとき、個人的には県民共済や生協（コープ）の理念に似ていると思った。
二つ目は、社会福祉国家といわれるデンマークにおいて、社会福祉の価値観がどのように国民に根付いていくのかの答えである。日本社会に生まれ育った私が、その価値観を理解するのは相当困難だ。ただ千葉氏は、デンマーク社会に生まれ育った国民の「固定概念」と表現されたので、自分が同じ価値観を持てないことを悲観する必要はないと安心した。
社会福祉国家・幸福度の高い国・民主主義・主権在民・自由・平等・博愛・共生・連帯など、誰もが自分らしく生きるためのキーワードをいくつも出し合い、研修生と留学生の間で有意義な話し合いの機会を持つことができた。
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4．5月7日（水）9：00～11：30　　
視察先：特別支援幼児通所施設Solsikken,Indre Ringvej2,5560 Aarup 

対応者:Mrs.Synnøve Traasdah（管轄リーダー）、Mrs.Tanja（ペタゴー）、Mrs.Heidi（作業療法士） 

報告者：根木理恵 

　

　「Nordfyns　Højskole」から車で30分程度にある「特別支援幼児通所施設Solsikken」を視察させていただいた。児童が登園している中にも関わらず管轄リーダーのMrs.Synnøve、ペタゴーのMrs.Tanja、作業療法士のMrs.Heidiが施設内を案内してくれた。
　まず入って左側の部屋に案内されたがそこには室内プールがあった。室内プールは2つの意図を持って使用しており、1つは教育的スイミング、もう1つは療法的スイミングである。通所されている児童の中には水の感覚に過敏な子もいるためシャワーやプールではなくお風呂に入る等個々に合わせた支援を行っていた。室内プールには様々なハンディキャップを持った児童に対応出来るようリフトや着替えで使用する昇降する台、椅子が用意されていた。
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　様々な活動室を見せていただいたが、その部屋で過ごす児童の特性に合わせて玩具の提供や教材の提示方法を変えていることを教えていただいた。ある活動室には子どもたちが感覚を統合するための教材や音や光等の刺激を制限してクールダウンが出来る椅子があり、私たちも座って刺激を減らす体験をさせていただいた。1日の見通しを持つことが出来るよう壁には行う行動を貼る工夫がされていたが、子によっては出す指示を１つにする、子によっては３つにする等ペタゴーが話し合って共有して1週間の予定を立てていることを教えていただいた。
子どもを支援する中で職員間での意見がぶつかったり、入職したての職員が先輩の職員に意見をいうことが出来ない等の問題はあるのか質問させていただいたが、入職したてのフレッシュな理論を持っている職員と長年現場で積んだキャリアを合わせるとより良い支援になると職員が思っていること、支援方法について意見がぶつかった際には「２週間は私の意見の支援を行って、次の２週間であなたの意見の支援を行ってどちらの方が子どもは過ごしやすいのか観察する」という方法をとっていることを教えていただいた。デンマークでは年功序列ではなくあくまで「子どものために、子どもが過ごしやすくなるために」を大事にしていることを実感した。
園庭も見せていただいたが、日本では怪我が無いよう高い場所にいる児童には降りてくるよう促す若しくはその遊具の使用を禁止すること、怪我に繋がりそうな玩具を予め提供しないことが危険予知で良いと思われているが、デンマークでは「少し危険な思いをして自身でやめるか考える機会を作っている」ことや「体と脳の発達は密に繋がっているため積極的に体を動かす機会を大事にしている」ことを教えていただいた。特別支援幼児通所施設Solsikkenの園庭は裏山に繋がっておりサイクリング出来る道があった。視察日は園の増築中で園庭の制限があったものの囲炉裏やキッチンがあり、みんなでパンケーキを作って食べる等の活動を行っていることを教えて[image: image24.jpg]
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いただいた。
　近くにある幼稚園にもう1クラス間借りをしていることや別の施設にも園があり、増築が終わったら全ての発達障がい児がここで支援出来ると教えていただいた。別施設にいる職員も移動してくるが基本的に今働かれている職員と同じ考えを持って支援しているため子どもの関わり方が大人で変わることがないことを教えていただいた。増築している箇所には今働かれている療法士やペタゴーが極力刺激を減らしたいという気持ちを持って設計したと教えていただいた。

[image: image30.jpg]


　デンマークのペタゴーや療法士の連携を見て考え方が違っても言葉掛けを含めて同じ関わり方を行うことや環境設定の大切さを改めて感じることが出来た。日本の保育や療育では大人によって関わり方に相違があって子どもが戸惑うケースもあるので子どもをよく観察して共有し、その子どもの問題点を解決出来るよう職員間で年功序列関係なしに話し合う必要があることを勉強させていただいた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左から：研修生　久保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mrs.Tanja
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mrs.Synnøve
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mrs.Heidi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修生　根木
5． 5月7日（水）13:00 ～14:15 
講　義：「デンマークの里親制度について 」
講　師：里親Dennis Ernst Frimodt Krese氏
　  報告者：久保真実
　
デニス氏には実子が3人いて、手が離れたのをきっかけに、里子を施設から二週間預かる短期里親を始めた。家庭に迎えた子どもはとても可愛く、夫婦ともに信頼関係を築き始めていたのに、金銭的な理由からか突然彼らのもとを去っていた。その経験は彼の心を砕いてしまい、一時は里親になることをやめてしまった経験を持つ。しかし現在はまた9歳の双子の姉妹を里子として養育し、幸せな日々を送っているという。生後4か月で迎えた二人には骨に関する障害があり、医者から成長には限りがあると言われていた。理学療法士として開業している彼は、里親の中でも専門的な対応を必要とする子どもを預かる資格があり、双子の姉妹は彼のもとで大きく成長していった。私自身も特別養子縁組で迎えた9歳の息子を育てており、デニス氏の言葉ひとつひとつを噛みしめながらお話を聞いた。
【里親や養親への偏見】
デンマークでは、不妊治療や血縁関係が偏見につながることはなく、養育費欲しさに迎えたのではないか、里親だから子どもが友達に暴力をふるうのではないか、などの偏見があるという。日本で里子や養子の話になると、聞いてはいけないことに触れてしまったという反応に出会うことが多い。妊娠できなくてかわいそう、不妊治療で辛い思いをしただろう等々、里親や養親は辛い経験を踏んで養育することを決断したと思われがちだ。また、血縁のない子どもを育てるなんてすごい、尊敬するとまで言われることもある。再婚した夫婦の子どもに血縁がなくてもそれほど驚かれないのに、不思議な現象だと思う。
日本では血縁を重視するためか、お腹に詰め物をして妊娠したように見せて過ごしたり、里帰り出産と偽ってしばらく家を空けたりする事例もある。デニス氏にどう思うか質問してみたところ、デニス氏は口いっぱいに空気を吸って、ありえないと首を横に振っていた。
【里親になるまでの過程】
　書類審査、研修、マッチングの過程は日本と変わらない。しかし、日本での研修は講義形式の座学に時間を割くが、デンマークでは三日間にわたるケースワークを二回も行う。ケースワーク中の夫婦の言動や表現される考え方を基に、この両親にはどのケースの子どもが合うかを行政が判定する。判定により里親に認定されると、案件が上がってくる（マッチング）のを待つ。日本のマッチングと異なるのは、その間に自分たち夫婦では対応できないケースを申請する制度があることだ。デニス夫妻は性的虐待を受けた子どもを受け入れる態勢はないと申請したそうだ。受け入れる側の大人が守られていないと、無理な態勢が受け入れられる子どもに大きく影響してしまう。子どもの権利も大人の権利も守ることが大切だと考えられている。
　日本の書類審査では、男女の夫婦が揃っていることや女性が育児休暇を取得することを条件とする斡旋団体がある。他国では同性のパートナーやひとり親・三人親（男性男性女性のパートナー）、祖父母や国籍の異なる夫婦でも申請できるため、デンマークでの状況を質問してみた。男女の夫婦や両親が揃っていることが審査項目にあるわけではないが、伝統では男女の夫婦と考えられているのはとの返答だった。
【子どもの権利】
　自分の生い立ちについて、子どもは事実を知る権利を持つ。日本ではこの真実告知の実施や方法は養親に任されている。以前は告知は一大イベントと考えられていたため、大人になってから伝えたり、偽りの理由を伝えたりしていた事例もある。最近では真実告知の時期はできるだけ早いほうがよいと言われ、三歳までに伝えることが推奨されている。一方デンマークでは、告知は親ではなく自治体の里親担当ソーシャルワーカーが実施する。大人からの働きかけはなく、五歳くらいになり本人から質問されたら告知をする。聞きたいと思う自分の気持ちを大切にされているのだろう。担当ソーシャルワーカーは、里親の申請から判定、その後の経過観察や里親が悩んだ時の相談役まで担っている。里親が孤立することのないよう、自治体はバックアップ体制を整えている。子どもとの面談も定期的に実施され、10歳からは子どもが自分で里親に対してNOという権利を持つという。
　私が特別養子縁組の申請をしたとき、縁組はあくまでも子どもの幸せのためであり、あなたのためではありませんと言われた。法律上はそうであっても、私達夫婦が子どもを望んだことは事実であり、ずっとどこかに矛盾を抱えていた。デニス氏は、「法律上はデンマークも同じだけど、私達はひとりの人だよね。犬や馬をかわいいと思う気持ち、恋をする気持ち、その子をかわいいと湧き上がってくる気持ちは何にも代えられないよ。」と穏やかに応えた。
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6．5月8日(木)　9：30～11：30 
講　義：「デンマークADHD協会（SOSUクラス合同）」
講　師：Mrs.Camilla Louise Ganzhorn（ダイレクター）
　  報告者：根木理恵
　
　ADHD協会に関わって15年のダイレクターであるMrs.Camillaが51期生とNFHSに通っているSOSUクラスの生徒に「ADHDとは何なのか」「ADHD協会の役割や今抱えている課題」について教えていただいた。協会の始まりは一人の母が自分の子どもが学校に適応できていないことやそのような子どもを他に抱えている親はいるのかを新聞に載せて世の母に共感を募ったことが始まりであった。
現在ADHD協会には13支部ある会員は1万1千人で様々な活動が必要とされている。会員は本人だけでなく家族や会社にADHDの人がいる等様々である。
　まずADHD協会で「フレームさえしっかりとあればADHDを抱えている人も出来るのに」という視点でADHDの人を支援している。環境設定（フレーム）をしっかりと行うことでADHDを抱えている人の能力は発揮されると信じていること、大人や子ども関係なくADHDを持つ全て人の人生のシチュエーションを良くすることを目標にしていることを教えていただいた。
　デンマークでは昔に比べて診察の質が上がり、政治が変わったことで地方自治体にペタゴーや臨床心理士、精神科医等多職種で支援出来るホームクリニックを作り発達障がいの疑いからくる体の不調を診てくれためADHDと診断を受ける人が増えてきていること、ADHD協会の相談窓口には「私がADHDと診断されている人と共存する際にどう関わったら良いのか？」という内容が増えてきていると教えていただいた。

ADHDとは医学的な定義があるが一般的なイメージは「衝動的」「多動的」「注意散漫」等である。しかし全てのADHDの人がそうとは限らず、ADHDの人は「普通に見られようとするためにエネルギーを使っているためエネルギー不足になり、求められていることと違う行動をとってしまい問題行動をとる人」に見られてしまっている。本人が問題なのではなく、社会が求めているフレームに問題があるため、ADHDの人がエネルギー不足になっていると思って当事者を見ると見え方が変わってきて行動を理解することが出来ると教えていただいた。
今までのデンマークでは男児は8歳、女児は17歳で診断されることが多く女児の強迫性障害やうつ病、パニック障害を引き起こす等2次障害に繋がっていたこと、一般就労が出来ない人が67％を占めているため早期に発見して対応できるシステムを作っていること、診断された方には臨床心理士等が8～10回程度で「自分のADHDの種類について」「どのような時に症状が強まるのか」「どう対応したら良いのか」等診断名がついたことへの理解や自身について認知する機会を作り、「自分は自分で良い」という安心を築いているとのことだった。

学校の先生はADHDの子に対する支援が必要だと思う割合は8.9％で、何か問題行動があった際にどうしたら良いかわからない先生は60％を占めていて、そのような気持ちは対象児に伝わってしまうことを懸念している。デンマークは14年前に特別支援学校や特別支援学級に通っている発達障がい児を通常級で支援するインクルーシブ教育を取り入れていたが、大人の準備不足や教育不足から定型発達児と発達障がい児共に良くない影響を与えてしまったため廃止となった経緯を教えていただいた。
日本では現在保育所等訪問支援が注目されてインクルーシブ教育を取り入れる取り組みが増えているが、理想はどのような形なのかを質問させていただいたが、デンマークでもまだモデルは見つかっていないが大人の社会的機能や専門性を高めることは必須であること、保育園・幼稚園や学校と密な連携を図ること、カナダやフィンランド等成功出来ている国のモデル例を取り入れていくことはデンマークでも大切にしているため成功モデルから取り入れられる環境設定を増やしていくことも大切であると助言いただいた。

上記のようにADHDを抱えながら就労することが難しいという結果が出ているがADHD強みである「クリエイティブ力」「興味のあることへの集中力」「スポーツ」「起業する力」から成功している例もあるためそのような人を1人でも増やしていきたいと教えていただいた。
研修を受けて、ADHDを抱える人への偏見は世界共通で福祉に携わる人間として問題点に注目するのではなく問題行動を起こしてしまう背景に注目していく必要があり、ADHDを抱える人が過ごしやすいと思うことが出来る社会を連携して取り組んでいく必要があると思った。またインクルーシブ教育については担当する職員の専門性を上げるために研修を取り入れたり、初日にあった「福祉国家を支えるシステム・考え方」の授業でも学んだ国の辿ってきた経緯や文化と成功モデルをすり合わせながら自身の事業所や自治体で取り入れることが出来る環境設定を行う必要があると考えさせられた。
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7．5月8日（木）13:00～14:30　　
視察先：特別養護高齢者施設De gamles hjem,Krengerupvej3,5620Glamsbjerg
対応者：施設リーダーSusanne Brauer-Christiansen氏
報告者：久保真実
The Eden Alternative philosophyという、高齢者から①孤独感②退屈③無力感の三つを排除しようという哲学を取り入れている施設。
1 孤独感：デンマークでは成長した子どもは家を出るため、同居する高齢になった両親の介護に悩む事例は少ない。夫婦で年を重ねながら暮らす中で介護が必要になれば、行政から在宅介護・看護の充実した支援が受けられる。最終的に本人の意思で施設入居になれば、慣れ親しんだ家具・家財を持ち込み、家族が自由に出入りし、同じ哲学を共有する職員がそばで見守る環境が整っている。ひと部屋ずつ異なる模様のドア（玄関）があり、隣の部屋は本当に隣家の玄関のように感じる作りになっている。
2 退屈：行先も決めない自由なドライブ、宗教や伝統行事の食事会、職員の自宅のお庭訪問、お酒が飲みたい気分の時には飲めるなど、日常から自分の思いを表現し行動に移すことができる。「高齢者にだって自己決定権はあるでしょ？」と施設長が微笑んだ。
3 無力感：訪問してきたセラピー犬や地域の小学生をお世話する、ボランティアで来ている若者とお菓子作りをしたり二人乗り自転車で風を切ってこぐ気分を味わったりするなど、自分から関わる・自分でできる喜びを感じる機会が提供されている。
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8．5月9日（金）9：30～11：30　　
視察先：保育・幼稚園統合施設Gustavsminde,Kærumvej8,5681 Assens
対応者:Mr.THOMAS(PÆDAGOG OG SOUCHEF)
報告者：根木理恵 

　

　NFHKから車で45分程の場所に保育・幼稚園統合施設Gustavsmindeがあった。入ってすぐにMr.THOMASが園の中を紹介してくれた。
　1995年に農家を営んでいたグスタフさんが多くの住民が満足するような用途に使用されることを条件にアッセンズ地域に寄付をし、唯一の農場幼稚園として開園した。屋外エリアはとても広く、滑り台とターザンロープのある巨大な丘から、プレイハウス、ブランコ、たくさんの森林に囲まれたオアシスやたくさんの家畜に囲まれた冒険に最適な場所であった。日中は各々の好きな遊びを選択して外で過ごし、お昼ご飯の時間になると自主的に集まってきてお昼ご飯を食べる日課であることを教えていただいた。室内に置かれている椅子やテーブルは日本の物より高さがあったためどのように座っているのかと質問した際に実際に近くにいた子どもが見本を見せてくれた。
　農家ということを大事にしており、子どもが外で遊ぶ玩具も農場で使用されているような車に鍬がついているものや、トレーラー等が用意されており、子どもたちは見立て遊びを楽しむ様子が見られていた。Gustavsmindeでは馬、豚、インコ、ウサギ、ヤギ等たくさんの動物を飼育しており、動物は子どもたちが世話を行い、週末は担当を振られている家族が世話をすることとなっていることを教えていただいた。


屋外エリアにはたくさんの大人もいたため手厚く保育をされている感想を伝えると、屋外エリアにいる大人はペタゴーだけでなく、保護者も混ざっていて一緒に過ごすことを歓迎していると教えていただいた。この園では保護者との関わりを大事にしていて、こどもコンサートが開かれたり、年に２度保護者も参加して食事会を行うことを教えていただいた。4、5歳はお泊り保育があるのだが、その際に必要な食事を貼りだすと各々の家庭が協力して持ってきてくれると教えていただいた。

　この園にはアトリエがあり、廃材を集めて新しい作品を作ることが出来るスペースが用意されていた。様々な材料があり、Mr.THOMASは「捨てるものはない」と嬉しそうに教えていただいた。このように環境にも配慮されている園で国際認証ラベル「グリーンフラッグ」を取得しているとのことだった。また、玩具も壊れたら職員が直して長く使用できるように努力していることを教えていただいた。下記中央の写真の車は元はベッドで改良して車にしたものであり、右の写真は近くの港で使われなくなった船をいただけることになったため、実際に港で使われている船の様子を子どもたちと見てからいただき、屋外エリアでの玩具になったことを教えていただいた。


 保育園に在籍している児童で現在幼稚園部門に進級出来るか検討している児童が数名おり、Gustavsmindeでは児童の発達に合わせて適切な支援場所を検討することもペタゴーの大切な仕事だと教えていただいた。
視察当日は近隣の工場で事故があり、地方自治体より戸外活動の中止の連絡が入ったり、保護者が事故の影響を懸念してお迎えに来始めていた等普段と違う様子だったようで、インタビューは出来ず終わってしまったが、そんな中でもMr.THOMASは私たちの質問に対して丁寧に返答してくれたり施設内の様々な箇所を見せてくださった。
　
　広大な大地、そして子どもたちを信用しているペタゴーたちがいる魅力的な園で、保護者からの人気がある園であることも納得であった。

　日本では戸外活動では人数が揃っているか、危険な遊びをしていないか等子どもの安全面を第一に保育しているが、ここでは周囲が柵で囲まれていること
で過剰に気にしていないこと、子どもたちの「やってみたい」
等の挑戦心を大事にしており、遊びながら生き物を思いやる心
等を育んでいた。日本に戻ってきてから様々な自然物に触れる
機会を作る必要があることを周知していいきたいと思った。
MOMOYO氏資料より引用　中心はありのままの自分





MOMOYO氏の熱弁　茂木ハウスにて





中央：Mr.Søren Busch Andersen





ホールの環境





校庭





千葉氏・研修生・留学生　留学生の背景も様々





講義中は大きな身振り手振りで熱弁される千葉氏





千葉氏資料引用





千葉氏資料引用





デニス氏と研修生　穏やかな青空が広がる茂木ハウス前にて





中央：Mrs.Camilla





入居者は広い中庭を自由に散歩できる





ひとつひとつ異なる柄の玄関ドア





二人乗り座席の自転車による人力車





施設内は美術館のように壁に絵が並んでいる
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